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2021年度 実績

売上高 ＋691億円・営業利益 ▲29億円

2021年度 実績 （単位：億円）

FY2020
実績

FY2021
実績

前期比

売上高 3,648 4,338 ＋691

営業利益 179 150 ▲29

経常利益 176 144 ▲32

当期純利益 110 115 ＋5

FY2021
期初計画

FY2021
修正見通

(22年2月）

4,000 4,300

180 150

168 145

115 115

179 

116 
150 

▲11

▲52
▲15

＋47 ＋3

FY2020実績 カカオ先物

評価益の剥落

原材料・物流費

人件費等の上昇

減価償却費 販売数量の増加 為替影響 FY2021実績

営業利益増減要因（対前年）

連結業績分析

対前年

対期初計画

（単位：億円）

180 
147 150 

▲10
▲23

＋3

FY2021 期初計画 販売数量の未達 原材料・物流費

人件費等の上昇

為替影響 FY2021実績

営業利益増減要因（対期初計画） （単位：億円）

売上高 ↗原材料価格上昇による販売価格改定
↗コロナ禍からの需要回復による販売数量増

営業利益 ↗コロナ禍からの需要回復による販売数量増
↘米国油脂事業の新工場稼働による経費の増加
↘原料価格上昇に伴う採算性の低下

売上高 ↗期初想定より原材料価格が上昇したことによる
価格改定幅の増加

営業利益 ↘米国油脂事業の新工場の稼働遅れによる販売数量未達
↘乳化・発酵素材事業、大豆加工素材事業での原材料価格
上昇によるコスト増

売上高 ＋338億円・営業利益 ▲30億円
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2022年度 計画

FY2021
実績

FY2022
計画

前期比

売上高 4,338 4,800 +462

営業利益 150 165 +15

経常利益 144 158 +14

当期純利益 115 105 ▲10

（単位：億円）

売上高＋462億円、営業利益＋15億円、当期純利益▲10億円

150 163 165

＋13
＋11

▲9

▲41

＋41

FY2021実績 ブラマーの改善 米国油脂事業

の改善

減価償却費増* 原材料上昇・

経費増

販売数量の増加 FY2022計画

ブラマー ：適正価格への改定による収益改善を見込む。

米国油脂事業 ：新工場の通年稼働に伴う販売数量増、及び稼働率向上に
よる収益改善を見込む。

販売数量の増加：日本の大豆たん白素材や、中国のフィリング等の拡販。

減価償却費の増加 ：えんどう多糖類新工場（欧州）の稼働開始等。

原材料上昇/経費増：パーム油等の上昇や、インフレによる各固定費の
増加を見込む。

2022年度 計画 営業利益増減要因（対前年）

前期比増減分析
営業利益分析

（単位：億円）

売上高 ↗米国油脂事業の新工場の通期稼働等による販売数量増

↗原料価格上昇による販売価格改定

営業利益 ↗米国の油脂事業、業務用チョコレート事業、及び
東南アジア、中国の乳化・発酵素材事業での収益改善

↘原材料価格上昇によるコスト増

↘減価償却費・人件費等の固定費の増加

当期純利益 営業利益の増益はあるものの、前期の特別利益が剥落

増益要因

減益要因

＊ブラマー・
北米油脂事業除く
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2022年度 計画の重点事項と前提条件

主原料(パーム油）の価格

・2022年3月に過去最高値を更新。

・緩やかな下落を見込むも、
引き続き高水準で価格が推移すると想定。

為替

・為替変動による円貨換算時の
連結営業利益への影響は限定的。

通貨 2020年度 2021年度
2022年度

計画

ドル 106.06 112.38 125.00

ユーロ 123.70 130.56 132.00

人民元 15.67 17.51 17.17

レアル 19.62 21.10 19.52

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

RBDパーム油相場（US＄/MT）
（2022年4月末まで）

前提条件

１．原材料価格・エネルギーコスト高騰への対応

・適正価格への改定、コストダウン推進による影響の抑制。

・米州等では人件費・物流費上昇分を反映した価格の改定
を継続推進。

・原価管理の強化による原料相場の変動への迅速な対応。

２．拡販施策

・米国 油脂の新工場の活用。

・日本 粒状大豆たん白の拡販。

・中国 フィリング製品の能力増による拡販。

３．高付加価値品へのシフト

・各事業/エリアにおいて、差別化製品の開発・販売に注力。

・自社の独自技術を活用した植物性食品の展開。

・Eコマース等の活用により新たな売り方や価値訴求方法への着手。

重点事項
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2022年度 計画/事業別

FY2021
実績

FY2022
計画

前期比

売上高 4,338 4,800 ＋462

植物性油脂 1,350 1,685 ＋335

業務用チョコレート 1,855 1,900 +45

乳化・発酵素材 791 806 +15

大豆加工素材 342 409 +67

営業利益 150 165 +15

植物性油脂 74 68 ▲6

業務用チョコレート 75 88 +12

乳化・発酵素材 16 28 +12

大豆加工素材 21 25 +3

グループ管理費用 ▲37 ▲43 ▲6

植物性油脂
・米州では新工場の通年稼働に伴う販売数量増及び、稼働率向上による
収益改善を計画。

・東南アジアでは2021年度に好調に推移した販売の反動による採算性の低下、
日本では原材料高による採算性の低下を見込む。

業務用チョコレート
・米国では販売価格の適正化や生産効率の改善により収益改善を見込む。
・ブラジルでは高付加価値品の拡販及び価格改定を継続し増益を計画。
東南アジアではコロナ禍からの需要回復による販売数量の増加を見込む。

乳化・発酵素材
・東南アジア、中国では価格改定への取組みを適切に進め収益改善を見込む。
・日本では原材料高による採算性の低下を見込む。

大豆加工素材
・日本では販売価格の適正化、高付加価値品の拡販による収益改善を見込む。
・欧州では新工場の稼働開始に伴い、減価償却費等の先行費用が増加。

（単位：億円）
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B/S・C/F・配当方針

・FY2021：
原料価格上昇及び販売数量増により、
運転資金が増加し有利子負債が増加。

・FY2022計画：
原料価格は高値で推移すると見込むものの、
設備投資のコントロール等により有利子負債
の減少を見込む。

・FY2021：
原料価格の上昇及び販売数量増による運転資金
の増加等により、営業CFは前期比減少。

・FY2022計画：
前期に比べ運転資金の増加を抑制することに
より営業CFの増加、及びFCFの改善を見込む。

・FY2022計画
配当性向30-40%
従来の方針を維持。

FY2020 FY2021 FY2022 計画

営業CF 382 35 257

設備投資額 208 173 200

FCF 208 ▲153 71

CCC (日) 107 115 108

・52円/年間

・配当性向 38.9％

項目 FY2020 FY2021 FY2022 計画

現預金等 205 159 150

のれん（広義） 466 499 541

資産合計 3,585 4,166 4,319

有利子負債 1,313 1,488 1,455

負債合計 1,956 2,271 2,276

純資産合計 1,629 1,895 2,043

項目 FY2020 FY2021 FY2022 計画

ネットD/Eレシオ
(Net有利子負債÷株主資本)

0.63 0.73 0.69

自己資本比率 44.6％ 44.7% 45.6%

B/S C/F 配当方針

単位：億円単位：億円

FY2021

・52円/年間を計画。

（上期26円、下期26円）

・配当性向 42.6％

FY2022 計画
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参考資料2
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業績推移

FY2020 FY2021
対前期比
増減額

FY2021 FY2022 計画
対前期比
増減額

売上高

植物性油脂 984 1,350 ＋366 1,350 1,685 +335

業務用チョコレート 1,624 1,855 ＋231 1,855 1,900 +45

乳化・発酵素材* 706 791 ＋85 791 806 +15

大豆加工素材* 333 342 ＋8 342 409 +67

合計 3,648 4,338 ＋691 4,338 4,800 +462

営業利益

植物性油脂 79 74 ▲5 74 68 ▲6

業務用チョコレート 76 75 ▲1 75 88 +12

乳化・発酵素材* 27 16 ▲11 16 28 +12

大豆加工素材* 35 21 ▲13 21 25 +3

グループ管理費用 ▲38 ▲37 +0 ▲37 ▲43 ▲6

合計 179 150 ▲29 150 165 +15

営業利益率 4.9% 3.5% ▲1.5pt 3.5% 3.4％ ▲0.0pt

経常利益 176 144 ▲32 144 158 +14

親会社株主に帰属する当期純利益 110 115 +5 115 105 ▲10

EBITDA 343 324 ▲19 324 349 ＋25

設備投資 208 173 ▲35 173 200 ＋27

減価償却 118 127 +9 127 138 ＋11

ROE 7.0% 6.6% ▲0.4pt 6.6% 5.5% ▲1.2pt

ROA 4.8% 3.7% ▲1.1pt 3.7% 3.7% ＋0.0pt

ROIC 4.3% 3.1% ▲1.2pt 3.1% 3.3% ＋0.2pt

CCC 107日 115日 +8日 115日 108日 ▲7日

FY2021 実績 FY2022 業績計画

*従来、大豆加工素材事業に含まれていた豆乳及びUSS豆乳製品を2021年度から乳化・発酵素材事業に変更したため、2020年度実績を遡及修正して表示しています。

（単位：億円）
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四半期別 売上高・営業利益推移

FY2020 FY2021
前年同期比
増減額

FY2020 FY2021
前年同期比
増減額

FY2020 FY2021
前年同期比
増減額

FY2020 FY2021
前年同期比
増減額

売上高

植物性油脂 223 290 +67 247 326 +80 252 347 +96 262 385 +123

業務用チョコレート 353 417 +63 398 459 +62 470 502 +32 404 477 +74

乳化・発酵素材 166 190 +23 170 187 +17 199 218 +19 170 197 +27

大豆加工素材 84 90 +6 85 85 +1 85 86 +2 80 80 ▲1

合計 827 987 +160 899 1,058 +159 1,006 1,154 +149 916 1,139 +223

営業利益

植物性油脂 18 21 +2 16 22 +6 22 14 ▲8 23 17 ▲6

業務用チョコレート 20 11 ▲9 8 17 +8 26 24 ▲2 22 23 +1

乳化・発酵素材 1 7 +6 5 3 ▲3 16 7 ▲9 5 ▲0 ▲5

大豆加工素材 13 11 ▲1 10 6 ▲4 7 3 ▲3 5 0 ▲5

グループ管理費用 ▲9 ▲9 +0 ▲9 ▲10 ▲1 ▲8 ▲9 ▲0 ▲11 ▲10 +1

合計 43 41 ▲1 31 38 +7 62 40 ▲22 44 31 ▲13

営業利益率 5.2% 4.2% ▲1.0pt 3.4% 3.6% +0.2pt 6.1% 3.5% ▲2.7pt 4.8% 2.7% ▲2.1pt

経常利益 38 37 ▲1 30 39 +9 60 41 ▲19 47 26 ▲21

四半期純利益 28 35 +7 15 25 +10 43 34 ▲9 24 21 ▲3

1Q 2Q 3Q 4Q

（単位：億円）
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売上高・営業利益（事業別・所在地別マトリクス）

売上高 年度
日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結計

前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

植物性油脂

2022計画 43,700 +313 75,500 +31,661 23,000 +2,018 1,800 ▲1,194 24,500 +728 168,500 +33,524
2021実績 43,387 +8,166 43,839 +13,506 20,982 +5,995 2,994 +280 23,772 +8,616 134,976 +36,563
2020実績 35,221 30,333 14,987 2,714 15,156 98,413

業務用チョコレート

2022計画 41,800 +2,263 124,900 +2,667 13,400 +860 5,000 ▲1,392 4,900 +66 190,000 +4,460
2021実績 39,537 +3,266 122,233 +14,495 12,540 +2,811 6,392 +764 4,834 +1,758 185,540 +23,094
2020実績 36,271 107,738 9,729 5,628 3,076 162,445

乳化･発酵素材 ※1

2022計画 51,400 +108 - - 11,700 ▲281 17,500 +1,628 - - 80,600 +1,454
2021実績 51,292 +1,567 - - 11,981 +2,773 15,872 +4,208 - - 79,146 +8,547
2020実績 49,725 - 9,208 11,664 - 70,599

大豆加工素材 ※1

2022計画 39,600 +7,285 - - - - 1,100 ▲752 200 +200 40,900 +6,733
2021実績 32,315 +671 - - - - 1,852 +175 - - 34,167 +845
2020実績 31,644 - - 1,677 - 33,321

売上高計

2022計画 176,500 +9,967 200,400 +34,327 48,100 +2,596 25,400 ▲1,711 29,600 +993 480,000 +46,169
2021実績 166,533 +13,670 166,073 +28,002 45,504 +11,579 27,111 +5,426 28,607 +10,375 433,831 +69,051
2020実績 152,863 138,071 33,925 21,685 18,232 364,779

営業利益 年度
日本 米州 東南アジア 中国 欧州 連結調整 グループ管理費用 連結計

前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比 前期比

植物性油脂

2022計画 3,448 ▲358 1,457 +1,124 1,017 ▲1,103 ▲150 ▲161 957 ▲279 28 +135 - - 6,758 ▲643
2021実績 3,806 ▲644 333 ▲1,594 2,120 +1,029 11 ▲156 1,236 +1,161 ▲107 ▲267 - - 7,401 ▲470
2020実績 4,450 1,927 1,091 167 75 160 - 7,872

業務用チョコレート

2022計画 6,024 ▲301 1,864 +1,620 1,009 +358 ▲273 ▲408 120 ▲54 29 +12 - - 8,772 +1,224
2021実績 6,325 +451 244 ▲1,024 651 +302 135 +301 174 ▲59 17 ▲31 - - 7,548 ▲59
2020実績 5,874 1,268 349 ▲166 233 48 - 7,608

乳化･発酵素材 ※1

2022計画 1,502 ▲292 - - 12 +876 1,219 +689 - - 34 ▲123 - - 2,767 +1,150
2021実績 1,794 +332 - - ▲864 ▲712 530 ▲788 - - 157 +82 - - 1,617 ▲1,085
2020実績 1,462 - ▲152 1,318 - 75 - 2,703

大豆加工素材 ※1

2022計画 2,584 +535 - - - - 474 +157 ▲600 ▲304 39 ▲39 - - 2,496 +347
2021実績 2,049 ▲1,254 - - - - 317 ▲14 ▲296 ▲170 78 +102 - - 2,149 ▲1,334
2020実績 3,303 - - 331 ▲126 ▲24 - 3,484

連結調整

2022計画 - ▲150 - ▲7 - +5 - ▲3 - +13 - +163 - - - +20
2021実績 150 +100 7 +3 ▲5 ▲10 3 ▲16 ▲13 ▲133 ▲163 +37 - - ▲20 ▲20
2020実績 50 4 5 19 120 ▲200 - -

グループ管理費用

2022計画 - - - - - - - - - - - -▲4,293 ▲605 ▲4,293 ▲605
2021実績 - - - - - - - - - - - -▲3,688 +68 ▲3,688 +68
2020実績 - - - - - - ▲3,756 ▲3,756

営業利益計

2022計画 13,557 ▲570 3,321 +2,737 2,038 +136 1,270 +271 476 ▲625 130 +148▲4,293 ▲605 16,500 +1,492
2021実績 14,127 ▲1,013 584 ▲2,616 1,902 +608 999 ▲671 1,101 +798 ▲18 ▲76▲3,688 +68 15,008 ▲2,903
2020実績 15,140 3,200 1,294 1,670 303 58 ▲3,756 17,911

※従来、大豆加工素材事業に含まれていた豆乳及びUSS豆乳製品を2021年度から乳化・発酵素材事業に変更したため、2020年度実績を遡及修正して表示しています。

（単位：百万円）
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事業別概要

植物性油脂事業

2021年度実績 2022年度計画

日本

米州

東南
アジア

欧州

・チョコレート用油脂が堅調に推移。

・価格改定を推進するも採算性は低下。

・新工場稼働による固定費の増加。

・物流費、人件費の上昇による採算性の低下。

・価格改定による採算性の改善。

・CBEの好調な推移。

・コロナウイルスの影響により
低迷していた土産市場向けの販売が回復。

・適正価格への改定継続と原価低減施策
推進も、採算性の低下を見込む。

・品質で差別化された高付加価値品の拡販。

・新工場の通年稼働に伴う販売数量増、
及び稼働率向上による収益改善を見込む。

・CBEやサステナブルパーム油の拡販を
目指す。

・前年度のスポット需要の剥落を見込むが、
需要は堅調に推移。

・差別化製品の販売に注力。

・ 2021年度に好調に推移した販売の
反動により、採算性の低下を見込む。

・グループ内の認証油拡大の基盤構築。FY2020 FY2021 対前期比
FY2022
計画

対前期比

営業利益 79 74 ▲5 68 ▲6

日本 45 38 ▲6 34 ▲4

米州 19 3 ▲16 15 ＋11

東南アジア 11 21 ＋10 10 ▲11

中国 2 0 ▲2 ▲2 ▲2

欧州 1 12 ＋12 10 ▲3

売上高

営業利益

（単位：億円）

FY2020 FY2021 対前期比
FY2022
計画

対前期比

売上高 984 1,350 ＋366 1,685 ＋335

日本 352 434 ＋82 437 ＋3

米州 303 438 ＋135 755 ＋317

東南アジア 150 210 ＋60 230 ＋20

中国 27 30 ＋3 18 ▲12

欧州 152 238 ＋86 245 ＋7
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事業別概要

業務用チョコレート事業

日本

米州

米国
ブラジル

東南
アジア

中国

欧州

2021年度実績 2022年度計画

・外食、CVSへの積極拡販による販売数量
の増加。

・土産市場向けの販売も前期からは改善。

（米国）
・前年度のカカオ評価益（+11億円）の剥落。
・販売数量は増加も、固定費の上昇による採算
性の低下。

（ブラジル）
・コロナウイルスの影響により低迷していた
需要が回復。

・拡販、価格改定により採算性が向上。

（豪州）
・堅調な需要と価格改定の推進により増益。

（インドネシア）
・コロナウイルスの感染再拡大、競争激化に
より採算性が低下。

・土産需要の回復と能力増を活かした拡販。
・新ライン稼働による固定費の増加。

・健康訴求型のチョコレートの拡販。
・サステナブルカカオ使用品の拡販。
・適正価格への改定を実施も、採算性の低下
を見込む。

（米国）
・生産人員の採用増等、生産安定化施策の
実行。

・販売価格の適正化による採算改善。

（ブラジル）
・価格改定の継続。
・市場チャネル、製品ミックスの見直しに
よる高付加価値品の販売強化。

（豪州）
・販売数量の増加による増益を計画。

（インドネシア）
・コロナウイルスからの需要回復、
拡販により増益を計画。

・生産数量増加も、固定費増加。
・差別化製品群の拡充と拡販。

・ブラマー上海との2工場体制による利益
最大化を推進し、収益性が向上。

・前年度のスポット需要の剥落、
及び原材料高の影響により減益を見込む。

・2工場体制の生産の最適化を継続。

FY2020 FY2021 対前期比
FY2022
計画

対前期比

売上高 1,624 1,855 ＋231 1,900 ＋45

日本 363 395 ＋33 418 ＋23

米州 1,077 1,222 ＋145 1,249 ＋27

東南アジア 97 125 ＋28 134 ＋9

中国 56 64 ＋8 50 ▲14

欧州 31 48 ＋18 49 ＋1

FY2020 FY2021 対前期比
FY2022
計画

対前期比

営業利益 76 75 ▲1 88 ＋12

日本 59 63 ＋5 60 ▲3

米州 13 2 ▲10 19 ＋16

東南アジア 3 7 ＋3 10 ＋4

中国 ▲2 1 ＋3 ▲3 ▲4

欧州 2 2 ▲1 1 ▲1

売上高

営業利益

（単位：億円）
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事業別概要

乳化・発酵素材事業

2021年度実績 2022年度計画

日本

東南
アジア

中国

・前年度のコロナウイルスの影響から
の需要回復。

・洋菓子向けのクリームの販売が堅調
に推移。

・日本向け調製品の販売数量が回復。

・原材料価格、エネルギーコストの上
昇による採算性の低下。

・ベーカリー向けの販売数量の増加。

・原材料価格上昇を受け価格改定を
進めるも、採算性が低下。

・PBF製品の市場への訴求と拡販。

・社会課題（廃棄ロス、人手不足等）解決
型製品の展開。

・価格改定、コストダウンを推進も、
原材料価格上昇の影響による採算性の
低下を見込む。

・価格改定の取組みを適切に進め収益改善
を見込む。

・差別化されたクリーム製品の拡販に注力。

・適正価格への改定により、採算性の改善を
見込む。

・差別化製品の拡販。

*従来、大豆加工素材事業に含まれていた豆乳及びUSS豆乳製品を2021年度から乳化・発酵素材事業に変更したため、2020年度実績を遡及修正して表示しています。

FY2020 FY2021 対前期比
FY2022
計画

対前期比

売上高 706 791 ＋85 806 ＋15

日本 497 513 ＋16 514 ＋1

東南アジア 92 120 ＋28 117 ▲3

中国 117 159 ＋42 175 ＋16

FY2020 FY2021 対前期比
FY2022
計画

対前期比

営業利益 27 16 ▲11 28 ＋12

日本 15 18 ＋3 15 ▲3

東南アジア ▲2 ▲9 ▲7 0 ＋9

中国 13 5 ▲8 12 ＋7

売上高

営業利益

（単位：億円）
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事業別概要

大豆加工素材事業

2021年度実績 2022年度計画

日本

中国

欧州

・原材料価格上昇を受け価格改定を
進めるも、採算性が低下。

・新工場を活用した拡販により、
粒状大豆たん白の販売数量が増加。

・日本向け販売が減少も、中国での
機能剤の販売が堅調に推移。

・高付加価値品の拡販。
（健康栄養菓子・飲料向け大豆たん
白素材等）

・機能剤の販売数量の回復（飲料市場
の緩やかな回復を想定）。

・原材料価格、エネルギーコストの上
昇を受け、適正価格への改定を推進。
収益性の改善を見込む。

・生産効率の改善等によるコスト競争力
を強化を図り、増益を見込む。

・水溶性えんどう多糖類の新工場の商業
生産開始。（2022年8月予定）

・減価償却費等の先行経費の増加により
営業赤字が継続。

・生産体制、製品品質の確立を最優先で
実施すると共に、顧客開拓を進める。

・水溶性えんどう多糖類の新工場建設
開始。

FY2020 FY2021 対前期比
FY2022
計画

対前期比

売上高 333 342 ＋8 409 ＋67

日本 316 323 ＋7 396 ＋73

中国 17 19 ＋2 11 ▲8

欧州 － － － 2 ＋2

FY2020 FY2021 対前期比
FY2022
計画

対前期比

営業利益 35 21 ▲13 25 ＋3

日本 33 20 ▲13 26 ＋5

中国 3 3 ▲0 5 ＋2

欧州 ▲1 ▲3 ▲2 ▲6 ▲3

売上高

営業利益

（単位：億円）

*従来、大豆加工素材事業に含まれていた豆乳及びUSS豆乳製品を2021年度から乳化・発酵素材事業に変更したため、2020年度実績を遡及修正して表示しています。


